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当社子会社（株式会社サークルＫサンクス）の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 当社子会社である株式会社サークルＫサンクスが平成24年2月期（平成23年3月1日 ～ 平
成24年2月29日）の通期業績予想（連結・個別）を別紙のとおり修正しましたのでお知らせ

いたします。 
なお、当社の平成 24 年 2 月期の通期業績予想（連結・個別）につきましては、本日（平成

24年1月19日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
 

 
 

以 上 
 



 
 
平成24年2月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

 
 
平成24年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

修正の理由 

修正の理由 
  第３四半期累計期間において、引き続き東北地域を中心とした被災地における既存店売上高前年比が高い伸びを示し
たほか、全国的には、増税値上げによるタバコ売上が増加しました。また、焼きとりをはじめとしたカウンターフーズなどの
主力オリジナル商品の売上も好調を持続しました。 
  この結果、営業総収入は、前回予想に対し、加盟店からの収入が増加するものの、政策的な自営店削減により自営店
売上高が減少するため、僅かながら減少する見込みであります。 
  営業利益は、営業総利益が加盟店からの収入の増加により連結・個別とも増加し、販売費及び一般管理費が、自営店
削減により自営店関連費用の減少により連結・個別とも減少するため、連結で２２億８千万円、個別で２０億４千万円増加
する見通しであります。 
  経常利益については、営業利益とほぼ同額相当分、増加する見通しであります。 
  当期純利益は、上記の理由に加え、株式会社シー・ヴイ・エス・ベイエリアとの和解に伴う和解金等の受入による特別利
益の増加などにより、連結で３２億３千万円、個別で２７億１千万円増加する見通しであります。 
 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 

平成24年1月19日
各 位 

上場会社名 株式会社 サークルＫサンクス

代表者 代表取締役社長 中村 元彦

（コード番号 3337）

問合せ先責任者 取締役経理財務本部長 山口 利隆

（TEL 03-6220-9005）

業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成23年9月27日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

営業総収入 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 188,320 18,700 18,000 5,500 65.67

今回修正予想(B) 187,790 20,980 20,300 8,730 98.52

増減額(B-A) △530 2,280 2,300 3,230

増減率(%) △0.3 12.2 12.8 58.7

（ご参考）前期実績 
（平成23年2月期）

192,304 18,571 17,477 7,165 85.55

営業総収入 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 157,400 18,400 17,200 5,800 69.25

今回修正予想(B) 157,170 20,440 19,270 8,510 96.03

増減額(B-A) △230 2,040 2,070 2,710

増減率(%) △0.1 11.1 12.0 46.7

（ご参考）前期実績 
（平成23年2月期）

163,253 18,315 16,888 7,277 86.90


